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創
建
は
1000
年
以
上
前
か

曽
我
川
東
岸
に
あ
り
、
春

に
は
参
道
の
サ
ク
ラ
が
美
し

い
神
社
が
磐
余
神
社
で
す
。

祭
神
は
神
日
本
磐
余
比
古

命
(
神
武
天
皇
)
。
境
内
に

は
「
磐
余
の
宮
、
中
曽
司
村

に
あ
り
。
中
曽
司
、
松
塚
、

土
庫
三
ケ
村
の
生
土
神
と

す
。
諱
を
神
日
本
磐
余
彦

天
皇
と
ま
う
し
奉
る
ゆ
え
に

当
社
を
磐
余
の
宮
と
号
す
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

創
建
年
代
、
由
緒
と
も
不

詳
で
す
が
、
地
誌
『
大
和
志

料
』
に
は
、
当
社
の
神
体
は

体
の
神
像
で
、
１
０
０
０

年
前
の
も
の
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ら
は
神
主
が
兼

務
し
て
い
た
多
神
社
（
田
原

本
町
）に
移
さ
れ
た
と
あ
り
、

そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
創
建

は
１
０
０
０
年
以
上
前
と
な

り
ま
す
。

割
拝
殿
は
切
妻
造

桟
瓦

葺
格
子
戸
付
(
１
９
７
２
年

９
月
修
復
)
で

江
戸
時
代
の

絵
馬
が
残
っ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
朱
塗
り
の
春
日
造

（
正
面
に
ひ
さ
し
が
つ
く
様

式
）、檜
皮
葺
の
一
間
社
（
柱

間
が
１
間
）
。
木
造
の
神
体

を
安
置
し
、
紋
は
菊
で
す
。

月
の
例
祭
に
は
み
こ
の

舞
が
奉
納
さ
れ
、
夜
店
が
並

び
ま
す
。

境
内
社
の
厳
島
神
社
（
祭

神
は
市
杵
島
比
売
命
)
は
彩

色
の
残
る
流
造
、鉄
板
葺
で
、

棟
に
千
木
と
鰹
木
を
載
せ

て
い
ま
す
。

境
内
の
東
に
隣
接
し
て
神

宮
寺
が
あ
り
ま
し
た
が
廃
寺

と
な
り
、
現
在
は
小
堂
に
信

州
・
善
光
寺
の
本
尊
を
模
し

た
鎌
倉
時
代
の
一
光
三
尊
如

来
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
(
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ

エ
の
会
会
員

藤
川
幹
代
）

磐
余
神
社
拝
殿
‖
橿
原
市
で


